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多くはWeb サーバーに Moodle 等の E‐Learningシステムが載せられた形をしているた
め、このようなシステムを準備するためには管理者権限のあるサーバーが必要となる。
また、サーバーを運用するための知識や維持管理のための費用も要求される。これらは








現在、よく使われているフリーの  E‐Learningシステムである Moodle では、  E‐Learning
として多肢選択式を基本的に用いているが、STACK というプラグインを導入すること
で数式を解答として入力することが可能になる。このようにしたシステムの構成図を図
1に示す。図よりわかるように、このシステムは Moodle (  +プラグイン STACK) をイ
ンストールしたWeb サーバーを必要とする。このようなサーバーには通常のレンタル
サーバーは使えないため、サーバーの維持管理のコストや手間がかかり、小 中学校な
どでは対応が難しい。すなわち、Moodle のような  E‐Learning システムを小 中学校な
どで活用することは困難ということになる。
そこで、サーバーを必要としない  E‐Learningシステムを考える。具体的には、図2
のようなシステム構成になる。図2のシステムでは、サーバーで動  \langle Moodle 等のプロ
グラムの代わりにブラウザ上で動作するプログラミング言語である Javascript を活用す











 \bullet エディタ機能 —Quill
 \bullet 数式処理機能 —Algebrite
 \bullet 数式表示機能 —KaTeX
 \bullet 暗号化機能 —Crypto‐js




しないため、誰でもすぐ(Anyone Anytime) 使えることを特徴とする。これを Anyone
Anytime の頭文字を取り、A2方式と呼ぶことにする。
このシステムでは、教材の作成と利用は以下のように行われる。
1. 教員がブラウザ上で教材 (HTML ファイル) を作成する。教材の作成は HTML や
Javascript を知らなくても行えるように設計されている (ブラウザ上での編集機能
を持つ Quill を活用する)。
2. 教員が作成した教材 (HTML ファイル) をメール経由またはWeb 経由で生徒に配
布する (Web 経由で生徒に配布する場合は Web サーバーが必要となる)。
3. 生徒は送られてきた HTML ファイルをブラウザで閲覧し、問題を解く。一定の得
点以上を取得すれば、「結果を提出する」 のボタンが現れ、それをクリックすると
課題が提出される。
上のステツプ3での課題の提出方法は、「  Web経由での提出」 と「メール経由での提出」





このシステムを用いて大学の 「微積分学 II」 (2変数の微積分) の授業の演習問題を
 E‐Learningで作成した。出題範囲としては主に重積分の所を取り上げた。演習問題は何
度でも受験可能であり、100点満点中80点以上の得点を取ると 「提出」 のボタンが表示





問1 : 1回目の課題では何回くらい、「採点」 をクリックしましたか?






問7: 自分が教員となったら、このような  E‐Learningシステムを使いたいと思いますか?







 \bullet PC 操作の練習になる。
問9 : この  E‐Learning システムで悪かった点を挙げてください
 \bullet 入力がややこしい。
 \bullet リロードにより問題と答えが変わる。書いていた答えがなくなる。


















取り上げた授業のように計算問題主体の授業には  E‐Learning が有効であることが確認
された。
問5のWeb での  E‐Learning と紙ベースのレポートの比較では、両者でそれぞれ同数
の支持が出た。両者ともにそれぞれの長所、短所があることがこういう結果につながった





問7の「教師となったときに (受講生の多くは将来、教員を志望している)  E‐Learning
を使いたいか」 という質問について 「少し思う」 に回答が集中した。それに対して 「大
いに思う」 の回答が  0 である。この事と教育現場で ITC の導入がなかなか進まないこ
とは関連があると思われので、今後、詳しく調査していきたい。
問8での  E‐Learning の長所としては、「何回も解ける」 「その場で採点が可能」 とい
う意見が多く上がった (これは紙ベースのレポートでは出来ないことである)。また、意
外な所では 「PC 操作の練習になる」 という意見もあった。
問9での  E‐Learning の短所としては、入力に関わる問題の他、解答の解説に関わる



















[1] Moodle 公式ホームページ: https://moodle.org/?lang =ja
[2] 日本ムード)  \ovalbox{\tt\small REJECT}協会公式ホームページ: https://moodlej apan.org/
[3] STACK 公式ホームページ: http:  //www .stack.ed.ac.  uk/stack
[4] ja STACK org: https://ja‐stack.org/
[5] Quill Official Homepage: https: //quilljs.  com/
[6] Algebrite Official Homepage: http://algebrite.org/
